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木材研究 ･資料 第30号 (1994)
私は戦後京都のある大学に勤務することになりました｡終戦直後の混乱の時期で研究のためのお金も
装置も何もありません｡そこで源先生の話を思い出して,弥助さんの材料を調べようと思い立ったので
す｡昭和23年の暮れのことでした｡私はお寺を訪ねて,ほんの髪の毛くらいの小さな材片が欲しいと住
職さんに頼みました｡住職さんは私の願いを聞き届けて,仏像の中別に手を入れ,へその嚢あたりから
妻楊子の頭くらいの材片を取ってくれました泣き弥勤からも同じように材片を取って下さったのです｡
さて,帰って材片を顕微鏡で調べたところ,宝冠弥勤はアカマツで,泣き弥勤はクスノキであること
が分かりました｡そうなると従来の定説は逆になります｡朝鮮にはクスノキは生えていませんし,日本
には良材が多くあるから,ヤ二が出て削りにくいアカマツで仏像を彫るとは考えられないからです｡私
が集めた750体の中の唯一の例外であることからも,日本製とは考えにくい｡そこで私は朝鮮渡来ではな
いかと雑誌に発表しました｡
ところが文化庁から妄説を吐くなとたい-ん叱られました｡文化庁は私が雑誌に発表したあとに ｢国
宝第一号用材クスノキ｣という証書をお寺に渡したからです｡門外漢の若僧のいうことなど問題にしな
かったのでしょう｡私は顕微鏡でアカマツと出たことは譲れないが,朝鮮説は取り消すということで結
末をつけました｡私はまだ若かったので,そんなことが動機になって,仏像の用材の調査にのめり込む
ことになり,10年ほどの歳月をこの研究に費やしてしまいました｡
考えてみると運命というのは不思議なものです｡もしあのとき住職さんが材片を弥勤像の足のところ
から削って下さっていたら,私はこんな研究はしなかったと思います｡というのは弥勤像は1,300年も経
っていますから,明治の初めには足のところがぼろぼろで,蔵にしまってありました｡それを大正の初
期に,新納さんという大仏師が修理 しましたが,新納さんでも飛鳥仏はクスノキだと信 じていましたか
ら,アカマツにクスノキを接いでしまったのです｡そこから削っていれば何のへんてつもありませんし,
文化庁から叱られることもなかったので,私は恐らくこの研究は途中でやめていたと思います｡叱られ
たので意地になってやったというのは,運命の皮肉だと思います｡
韓国のソウル博物館の中央には,この宝冠弥勤と瓜二つというほどよく似た弥勤像があります｡これ
は李王朝に伝わってきた韓国の最重要の仏像です｡そんな関係から,今では学会では朝鮮渡来説が有力
になっています｡
以上で用材の流れ図の中央の主流についての説明を終わります｡なお,平安時代初期の異質の流れに
ついてお話をいたしましたが,紙数の余裕がなくなりましたので,以下は記録を省略させていただきま
す｡
6.まとめ
これまで木は欠点だらけの原始的な素材だから,形を変える改良木材こそが,未来に希望をもっこと
のできる材料だと考えられて来ました｡だが最近になって1つの疑問が持たれるようになりました｡そ
れは木というものは自然の形のまま使ったときが一番よくて手を加えれば加えるほど本来のよさが失わ
れていくのではないか,という反省です｡
考えてみるとそれは当たり前のことだったかも知れません｡木は何千万年もの長い時間をかけて,自
然の撮理に合うように少しずつ少しずつ体質を変えながら,できがって来た生き物だったはずです｡だ
から木を構成する細胞の1つ 1つは,寒いところでは寒さに耐えるように,雨の多いところでは湿気に
強いように,微妙な仕組みにつくられています｡あの小さな細胞の中には,人間の知恵のはるかに及ば
ない神秘がひそんでいると見るべきでしょう｡それをただ剥いだり,切ったり,くっつけたりするだけ
で,改良されたと考えたこと自体,近代科学への過言だったかも知れません｡
今私たちは明治百年の体験を経て,鉄は万能ではないし,コンクリートは永久的な材料ではないこと
が,ようやく分かって来ました｡それが木を見直そういう動きを生んだのですが,それよりももっと大
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きな理由は,鉄やコンクリートには人の心を引きつける何かが欠けていることに気付いたからでした｡
木綿や木に囲まれていると何か心のなごむのを覚えます｡それは生物材料のもつ生命のぬくもりが,人
間の肌にほのかな体温を伝えてくれるからなのです｡
生物材料とは何かという問いに対 して,私は彫刻家政佐藤玄々先生のような言葉を借 りて答えたいと
思う｡｢木は私たちに何かを語りかけている｡私は木の訴えを理解しようと生涯をかけて努力して来たが,
まだ何分の1しかわからない｣｡木質科学の研究の中から,将来はこれに対する答えの出て来ることを期
待したいと思います｡
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